
沖縄県
F i l e  N o. 10

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 12,207 1,315 238

不登校（人） 3,284 3,729 1,227

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 3,375 3,022 2,674 2,819 2,477
採用予定者数 370 376 404 471 485

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数

▼︎�受験者数等推移

求める教員像

● 人間性豊かで，教育者としての使命感と幼児児童生徒への教育的愛情のある教員
● 幅広い教養と教育に関する専門的知識・技能を有し，常に学び続ける実践的指導力のある教員
● 沖縄県の自然，歴史及び文化に誇りを持ち，多様性を受容し，グローバルな視点を兼ね備えた教員
● 豊かなコミュニケーション能力を有し，組織力を活用できる総合的な人間力を持った教員

出願期間
公開日　２月27日（木）　電子申請　３月１日（土）0:00～３月31日（月）
願書郵送　３月３日（月）～３月31日（月）〈特定記録又は簡易書留・消印有効〉

試験日程
１次試験　試験日　６月15日（日）　　合格発表日　７月18日（金）
２次試験　試験日　８月９日（土）・10日（日）　　合格発表日　９月12日（金）

年齢制限 昭和41年４月２日以降に生まれた者

募集教科
［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［高］国語，地理歴史，公民，
数学，理科（物理，化学，生物，地学），保健体育，音楽，美術，英語，家庭，情報，農業，商業，水産，工業（機
械，電気，建築），福祉　［特］（小）（中高）保健体育，音楽，美術　［養］

特記事項

■特別選考　●障がいのある者を対象とした特別選考　［中・高・特（小・中高）］志願者対象。試験は一般選考
と同じ。●スポーツ・芸術での技能や実績による特別選考　［中・高］保健体育，音楽，美術志願者で，規定の要
件を満たす者は，１次を免除。２次の詳細は１次合格通知と同時期に送付。●特定の資格を有する者を対象とし
た特別選考　［高］水産志願者で，規定の資格及び実務経験を有する者は，１次を受験。２次の詳細は１次合格
通知と同時期に送付。●沖縄県正規任用教諭経験者を対象とした特別選考　［小・中・特（小）］志願者で，規定
の要件を満たす者は，１次は書類選考とし２次は一般選考とは別日程で実施（詳細は１次結果送付の際に通知）。
●他都道府県正規任用教諭経験者を対象とした特別選考　［小・中・特（小）］志願者で，規定の要件を満たす者
は，１次は書類選考とし２次は一般選考とは別日程で実施（詳細は１次結果送付の際に通知）。●特定の技能に
関する特別選考　［高］音楽志願者で，琉球の郷土芸能で教師免許以上の技能・実績を持つ者は，１次を受験。２
次は琉球舞踊又は三線の模擬授業を行う。■免除　●沖縄県臨任等の経験を有する者を対象にした第１次試
験免除（一部）　規定の要件を満たす者は，１次の教職・一般を免除。●大学等から推薦のあった者を対象とし
た第１次試験免除（一部）　［小・中］［高］工業，水産志願者で，規定の要件を満たす者は，１次の教職・一般を免
除。●沖縄県臨任等の経験を有する者を対象にした第１次試験免除（全部）　前年度試験の［小・中］受験者の
うち，令和７年度実施試験の「第１次試験免除対象者とする」旨の通知があった者で，規定の要件を満たす者は，
１次を免除。

新規情報

■秋試験　教員経験者対象。■初任給　大卒246,300円，修士修了262,100円。他に手当等を条件に
応じて支給。地域手当はない。■初任者研修　学校における働き方改革の一環として，研修内容の精選や
重点化，実施方法の最適化，効果的・効率的な方法での実施に取り組んでいる。■臨時的任用教員の研修
あり。■へき地／離島勤務　義務である。■懲戒処分の指針　策定してHPで公開。■部活指導の地域移行
改革推進期間において実証段階にあり，移行割合は把握できず。

面　積 2,282 ㎢
人　口 1,465,740人
県の花 デイゴ
県の木 リュウキュウマツ
県の鳥 ノグチゲラ
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　〈教職教養〉では五択形式で幅広い分野から出題さ

れており，今年度も同じような傾向であった。

　学習指導要領では総則と総合的な学習の時間が頻

出である。今年度，総則では「第1 小学校教育の基本

と教育課程の役割」と「第6 道徳教育に関する配慮

事項」が出題された。

　教育原理（特別支援教育等）のうち，特別支援教

育では，「生徒指導提要」（2022年）の「第3章 チー

ム学校による生徒指導体制」から障害児への指導・

支援体制に関する問題がみられたほか，「聴覚障害教

育の手引」（2020年）も出題された。

　生徒指導では，「生徒指導提要」（2022年）が必出で

あり，今年度は「第1章 生徒指導の基礎」から集団指

導や連携・協働のあり方を問う問題等がみられた。また，

「性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ細かな対応

の実施等について」（2015年）も出題されている。

　教育時事では，必出である沖縄県の教育施策から

「令和5年度～令和9年度版 学校教育における指導の

努力点」（2024年）や「沖縄県教育大綱」（2022年）

等が出題された。

　教育法規では，頻出の憲法や学校教育法，学校保

健安全法，地方公務員法，教育公務員特例法が出題

された。このほか，教育職員等による児童生徒性暴力

等の防止等に関する法律等も出題されている。

　教育心理では幅広い領域から出題されており，今

年度は，系統的脱感作法，アタッチメント，エピソー

ド記憶，バンデューラ，外発的動機づけの理解を問う

問題がみられた。重要な理論とその提唱者を幅広く押

さえたい。

　教育史では，西洋教育史（ルソー，コメニウス等）

と日本教育史（林羅山，貝原益軒）から出題された。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では例年，国語（同

音異義語，格言・ことわざ，敬語等）と英語（ことわ

ざ，文章読解等）から出題されており，今年度も同様

であった。社会科学では全ての領域から幅広く出題さ

れた。特にご当地問題は必出であり，注意したい。自

然科学では数学と理科全般から幅広く出題されており，

今年度も同様の傾向であった。

▶必出の「生徒指導提要」
▶多様な領域から出題される特別支援教育
▶教育時事と社会科学で必出のご当地問題

＊「地域」には「教育時事」も含まれる。
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＊「地域」には「教育時事」も含まれる。
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